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オトフリ ー トの「福音書」におけるイエスの系図
（第1巻第3章）とマリア像
「タツィアー ン」および「ヘ ー リアント」と比較して一
Theru muater was es filu not, bi thiu iltun siu sar widarort; 
ruarta sia thiu smerza innan ira herza; (I, 22, 29-30) 1 
福本 義憲
I 
古高ドイツ語「オトフリ ー トの福音書」 (Otfrids Evangelienbuch) が話題にな
るときまず語られるのは、 まさしく「オトフリ ー トの」という語旬が表してい
るように、 ドイツ文学の長い歴史の中で著者の名前が残されている最初の書物
である氾いうことである。 その書は、 オトフリ ー ト自身によって ，，Liber
evangeliorum" (福音の書）3と名付けられている。 オトフリ ー トの「福音書」は
ドイツ文学史の中では伝統的に（また現在でも） ，，Evangelienharmonie" (調和福
音書）と呼ばれている。 4「調和福音書」とは一 般的に、 イエスの生涯を四福音
1 Erdmann/Wolff Otfrids Evangelienbuch. 6. Aufl ., S.44. 「局（マ）ア）には、 そのこと (12
歳のイエスの姿がないこと）のためにひどい苦しみが生じた。 それで彼らは急いで戻って
行った。 彼女（マリア）の心の中の痛みが彼女を苛んだ」。
2 Schroder, Otfrid van Wei/lenburg, Sp. 173; Sonderegger, Althochdeutsche Sprache, 1974, S. 115; 
ders., 2003, S. 146; Kartschoke, Geschichte, S. 153f.; Vollmann-Profe, Otfrid von Wei/lenburg, S. 
248. 表現はすこしずつ異なるが、 Kartschoke の言い方がもっとも明快である。，， Der
Weillenburger Miinch Otfrid ist der erste namentlich bekannte Dichter deutscher Zunge." (ebd.) 
多くの場合、，， Dichter"と呼ばれる。
3 第一巻の冒頭、 章目次の上に大文字で INCIPIT UBER EVANGELIORUM [PRIMUS] 
DOMINI GRATI A THEOTISCHE CONSCRIPTUS. 「神の恩恵によって民族語で書かれた福
音書の（第 一）巻が始まる」 Erdmann/Wolff, Otfrids Evangelienbuch, 6. Aufl., S. 10. 写本v
では PRIMUS (PRIMVS)はオトフリ ートの手によって [evangeli]orum の上に書き込まれて
いる。 Kleiber, Evangelienbuch, Band I, 9v (verso volio 9 枚目褻ペ ー ジ）• Butzmann, Otfrid von 
Wei/lenburg, Evangelienharmonie, 9v 
4 de Boor, Die deutsche Literatur, S. 77: ,,Otfrids Evangelienharmonie"; Haubrichs, Heilige 
Fiktion?, S. 99: ,,Otfrid…schrieb seine Evangelienharmonie ... ". また Butzmann の上記タイト
ル。
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書正典 (Kanon )、 すな わ ち マ タイ、 マ ルコ、 ルカによる 三つの 共観福音書
(Synoptiker)、 およびヨハネ福音書の文言を組み合わせ、 四福音書相互の矛盾
する記述を整理して、 一貫した統 一的 （すな わ ち調和的） な物語として書 き綴
った福音書を指している。 この形式による調和福音書の もっとも古い福音書は
シリア人タツィア ー ヌスによって著されたものであり、 その古裔ドイツ語によ
る翻訳はこの著者に ちなんで［タツィア ーン」 5と呼ばれている。6Hi:imerは、 「 調
和福音書」を正典福音鵞に現れる文言のみを組み合わせて編まれた福音書と定
義して7 、 この定義に もっとも妥当するのはフルダ修道院に 伝承されたタツィア
ー ヌスのラテン語写本(F)、およびその古高ドイツ語 対訳「タツィア ーン」(Codex
Sangallensis 56、 写本G) であるとしている。 8古高ドイツ語期において、 四福音
書に依りながらイエスの生涯を描いた 「 オトフリ ートの福音書」および古ザク
セン語い、 ー リアント」 もまた、 古涵ドイツ語を扱うドイツ文学史においては
同様に 「調和福音書」と呼ばれるのが一般的である。 9本論ではこの三つの作品
をいずれ も広い意味での 「 調和福音書」と捉え IO、 「 オトフリ ートの福音書」の
イエスの系図の章をとりあげて、 他の二つの調和福音書と 比較しつつその特徴
を論じるのが目的であるが、 ここではまず古高ドイツ語期のドイツ文学史の 分
類の問題を通して三つの 「調和福音書Jの輪郭を描いておきたい。
古高ドイツ語期の文学を記述する場合、 もっと もよく用いられる枠組みは第
ーに形式を中心とした分類であり、 それに内容・ 素材を加味した方式をとるこ
とが多い。 Ehrismann11は 8 世紀半ば から 11世紀半ばまでの文学を Poetische
Denkmaler(詩文文学）とProsadenkmaler(散文文学）に 大別し、PoetischeDenkmaler 
をさらに Stabreimdichtung (頭韻詩文学）とReimdichtung (脚韻文学）とに区分
5 Masser,'Tatian', Sp. 621; Bostock, Handbook, S. 157. 
6 この福音書形式はギリシア語で「ディアテッサロン」CcitaTrncr&.pcov, Diatessaron)とも呼
ばれる。 ふUTEcrcr&.pOlVとは「四つ（の福音書）を通して」の意味である。 Petersen, 1994, 
S.35f. によれば 、 この語を最初に用いたのはエウセビオス( 4世紀前半）である。 Unum ex 
quattuor (四つ から 一つ）とも呼ばれる。 Diatessaronはやや専門化した「ディアテッサロ
ン研究」で用いられることが多い 一般的,�は Tatians Evangehenharmomeといっときには
ラテン語「タツィア ーン」（写本F) を指している。 Taeger,'Heliand', Sp. 962. 
7 Homer, Zweistrangige Traditon, S. 24, S. 26f. 「オトフリ ートの福音書」や古ザクセン語
「ヘーリアント」はEvangeliendichtung(福音書文学）として区別している。
8 Masser, Die lataeinisch-althochdeutsche Tatianbilingue, 1994. 本論で「タツィア ーン」とい
う場合、 この「ラテン語・古高ドイツ語対訳タツィア ーン」を指すこととする。
, Sonderegger, althochdeutsche Literatur, 2003, S. 145: Otfrid ... Verfasser der ... endreimenden 
ahd. Evangelienharmonie; Haubrichs, Anfange, S. 320: ,,[Otfrid) ... seine[r) poetische[n) 
Evange/ienharmonie"; ebd. S. 332: ,,[Heliand], altsachsische Evangelienharmonie" 
10 Evangelienharmonieという呼称の問題点については Horner, a.a.O., S. 24ff. 
11 Ehrismann, Geschichte der deutschen Literatur. 1932 (Nachdruch 1966). 
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している。 ここでは 「ヘ ー リアント」は 「 頭韻詩文学」、 「 オトフリ ート」12は「脚
韻詩文学」、 「 タツィア ーン」 は 「 散文文学」に分類される。 deBoor では
nachkarlische Prosa ( カ ー ル 大帝期 後の散文） に［タツィア ーン」、 altdeutsche
Stabreimgedichte (古期 ドイツ 頭韻詩文） に「ヘ ー リアント」、 karolingische
Endreimdichtung ( カロリング期 脚韻文学）に 「 オトフリ ート」 が分類されてい
る。 Sonderegger13 は古ザク セン語 を記述にふくめ ず 、 I nschriften (碑文） 、
Heldendichtung (英雄詩 文 学 ） 、 -Obersetzungsliteratur (翻訳文 学 ） 、 christliche
Endreimdichtung ( キリスト教脚韻詩文学） という分類を行っているが 、 これと
並んで内容・素材を キリスト教聖書に限定した文学形式の発展を描いている。
そこでは Bibeldichtung (聖書詩文学） を古高ドイツ語期の本来の文学的 新成果
として 、そこに至る二重の経路を示している。 そのうち 、本論でとりあげる 「調
和福音書」に合致している発展は 、 Bibelglossierung (聖書語釈） から始まり 、
Bibeli bersetzung (聖書窮訳） を経てBibeldichtung in Versen (聖書詩文学）に至
る経路である。 14 この発展経路では「タツィア ーン」は 「 聖書翻訳」、 「 オトフ
リ ート」は 「 聖書詩文学」に位置づけられる。 この 聖書文学の経路に対応する
のはKartschokeの 「 聖書詩文学」(Bibeldichtung) であり 、 彼はこの 概念を作品
の規模にかかわらず 「詩的な 聖書パラフレ ー ズ」と定義している。 15その記述に
おいては 、 Stabreimdichtung (頭韻詩文学） Endreimdichtung (脚韻詩文学）の詩
形式の区分が用いられ 16 、も ちろん「ヘ ー リアント」 は 前者に 、 「 オトフリ ート」
は 後者に分類される。 Masser は 「 聖書詩文学」の研究対象をさ らに狭めて 、
Bibelepik (聖書叙事詩）という概念を用いて 「その素材的な基礎が聖書の内容に
規定されている物語的詩文学」と定義している 17。 9世紀のドイツ文学では詩形
式にかかわりなく 「ヘ ー リアント」 （および 「 ゲ ーネジス」）と「オトフリ ート」
がこの範疇に含まれることになる。 KartschokeとMasserの 分類では 、 本論の 対
象とする三つの 「調和福音書」のうちの散文翻訳 「タツィア ーン」が入ってこ
12 以下「オトフリ ートの福音書」を「オトフリ トー」と略すが、 著者を指す場合にはか
っこなしでオトフリ ートと表記する。
13 Sonderegger, Althochdeutsche Sprache, 1974, S. 88ff.; ders. 2003, S. 111 ff. 
14 Sonderegger, Althochdeutsche Sprache, 1974, S.114f.; ders. 2003, S. 145ff. もう 一つの経路
として示されているのは christlich-lateinische Hymnen (キリスト教ラテン語讃美歌）を出
発点とするキリスト教詩歌の発展であるが、 ここでは 省略する。
15 Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtung, Vorwort: ,,poetische Bibelparaphrase". 
16 聖壽翻訳の領域は 考察には 入らない。 さらに Stabreimdichtungには Wessobrunner
Schopfungsgeschichte, Muspilli, Genesis、 またEndreimdichtungにはChristus und die 
Samariterin, Psalm 138が分類されている。 Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtung, S. J 9ff. 
17 Masser, Bibel- und Legendenepik, S. l Sf. 
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ない。ここではSondereggerの 「 聖書詩文学」成立過程の第 一の経路に立ち戻り、
Kartschokeの二つの形式的分類を踏まえてながら 、 「調和福音書」という特性を
「文学ジャンル」(Gattung) としてではなく 18 、 テクスト特性として捉えて三つ
の 「福音薯」を特徴 づけることにする。 これを図式化すれば以下のようになろ
゜ぷノ
調和福音書
Evangelienharmome 
聖書翻訳
Bibelilbersetzung 
胞書詩文学
Bibeldichtung 
古高ドイツ語 「タツィア ーン」 頭韻詩文学 脚韻詩文学
Stabreimdichtung Endreimdichtung 
I I 
「ヘ ー リアント」 「 オトフリ ートの福音書」
これは系医のように見えるが、 通時的な派生関係を示す ものではなく、 個々の
指標はあくまで共時的なテクスト特性を表している。 三つの作品に共通するテ
クスト特性が「調和福音書」であり、 この特性はBestの簡潔な記述に近似する
表現 19を用いて 「四つの福音書に基づいて語られるイエスの生涯の物語Jと表す
ことができる。 20それ以外の四つの指標は形式に関わる ものであり、 これらのテ
クスト特性によって、 たとえば 「 オトフリ ート」は 「調和福音書、 聖書詩文学、
脚韻詩文学」と特徴 づけることができる。 だが、 テクスト特性によるこの 分類
は二つの作品を共時的に区分するだけにとどまり、相互に絡まっている時代的、
文学的、 社会的、 言語的な関係性を十分に明ら かにすることはできな い。 先に
あげた 「 オトフリ ート」第1巻第3章の検討に 入るまえに 、 これらの背最的な
諸関係について三つの 「調和福音書」（という特性を共通項として持つテクスト）
18 Homerは，，Evangelienharmonie"を 「文学ジャンル」の問題として論じているために袋小
路に陥っている。 Homer, Zweistrangige Traditon, S. 24ff. 
19 Best, Handbuch, S. 150: ,,aus den vier Evangelien kompilierte Dastellung der Geschichte Jesu". 
この後に 、 最初の独立したドイツの調和福音書として 、 「ヘーリアント」と 「オトフリ ー
ト」があげられている。
20 中世以降には、「タツィア ーン」の 「ディアテッサロン」 から比較的独立した 「調和福
音書」やイエスの受難のみ扱った 「受難福音書」( Passionsharmonie)などが現れる。 それ
らはさらに追加的なテクスト特性で記述しなければならなし ‘。 Homer, Zwe1strang1ge 
Tradition, S. 98ff.; Jeske/Beckers/Ruh, Evangelienharmonie, Sp. 647ff. 
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に沿って 概観しておきたい。
II 
Schlosserは8世紀 、 また1 0世紀と比べて 9世紀こそ 「民族語によるテクスト
が．．．古高ドイツ語／古低地ドイツ語の時期においてもっとも豊かな時期である」
と述べて、 古ザク セン語の 頭韻叙事詩 「 ヘ ー リアント」とオトフリ ート ・ フォ
ン ・ ヴァイセンプルク の 「福音書」をあげ、 さらにラテン語か らの翻訳、 なか
でも 「 タツィア ーン」の 大規模な翻訳 （ 古高ドイツ語 「タツィア ーン」） をあげ
ている。 2 1 「 ヘ ー リアント」は古ザク セン語で 壽かれた 「 ドイツ文学における（ 聖
書詩文学の）浩潮なテクストの最初の文献」22、 つまり聖書詩文学（ 頭籠詩文学）
による最古の 「調和福音書」である。 しか も 「 ヘ ー リアント」と 「オトフリ ー
ト」は、 「民族語による詩文学 (Poesien) のテクスト 伝承の歴史において、 多く
は断片で伝承されている民族語による詩文学とは異なり、 独立した （書物とし
ての） 写本に書 き記されている点で、 特別な 位置を 占めている。 23その点では9
世紀中頃のザンク ト ・ ガレン写本 (Codex Sangallensis 56) として 独立した写本
体で伝承されている 「 タツィア ーン」 も同列に 並ぶ。 24 その規模においても 、
「タツィア ーン」はドイツ語 初期文献のなかでも最大の規模をもつ、 もっとも
重要な散文作品 25である。その 一方で 脚韻詩文学の 「 オトフリ ート」は、 Haubrichs
の言い方 を 借りれば 、 カロリング時代 の最 初 の民族語による 聖書叙事詩
(Bibelepos) ではないにしても （これは840年頃に成立した、 未知の詩人によ
る［ヘー リアント」26である）、 71 04詩行を 擁する、 カロリング時代最大の書物
叙事詩 (Buchepos) である。 27
成立時期によって三つの 「調和福音書」を並べれば、 さまざまな傍証か ら 「タ
ツィア ーン」ー 「 ヘ ー リアント」ー 「 オトフリ ート」という順になることは関違
いないと思われる。 だが、 個々の作品の 成立時期となると、 後に 論じるように
21 Schlosser, Die literarischen Anfange, S. 18. 
22 Genzmar, Heliand, Nachwort, S. 237. Heliandの写本については、 Behaghel/Mitzka, Heliand 
und Genesis, 1965, S. XII; Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, 1996, S. XVIII. 石川、 ヘーリ
アント（救世主）、 S. I I . 写本 Cの冒頭には，， Quat(tu)or evangelium"と記されている。
Behaghel/Taeger, ebd. S. 7. 
23 Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtung, S. 39 
24 Masser, Die lateinisch-althochdeutsche Tatianbilingue, 1994, S. 24. 
25 Rathofer, Die Einwirkung, S. 256; Betten, Zur Satzverkniipfung, S. 395; Masser, 
Syntaxprobleme, S.123. 
26 「 ヘーリアント」は 5983詩行を擁し 、 詩文学としては「オトフリ ート」に次ぐ。
27 Haubrichs, Heilige Fiktion?, S. 100. 
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「 オトフリ ート」 は二つの献 辞によって8 63年から 8 7 1年の 間に成立し たと確
定できるのだが、 「 タ ッ ィ ア ーン ］ と ［ ヘ ー リアント」 については確定している
わけではない。「タツ ィ ア ーン」の ザンクト ・ ガレン写本はSievers以来、 8 30年
頃の成立とされてき た 28。 だが、 今 日 の 知 見では、 当 時の校正者によって最終校
正（第二の校正者） 29されてザンクト・ ガレン 用の写本としてフルダ修道院での
共 同作業によって完成し たのは、 9世紀中頃に近いとされている 3 0。 「 タツ ィ ア
ーン」の 成立場所がFuldaであることは間違いな い。 Rathofe rはザンクト ・ ガレ
ン写本 (T atianbilingue) と Fulda に 伝承する 「タツ ィ ア ーン」のラテン語写本
(Codex  Fuldensis) が完全に 一致することを明 ら かにした叫
「 ヘ ー リアント」は主要な二つの写本 (M, C)によって伝承されている 32。 こ
のう ち、 より古い写本M (Codex germanicus monacensis 25 ) は、 8 5 0年頃に少な
くとも二人の筆記者によって Ca rvey修道院で筆写され たとされ 、 もう 一方の写
本C(Codex Cotton) は1 0世紀の中頃に 南イングランドでアングロサク ソン人
によって筆写され たとされる。 33 占い方の写本M は欠 落が多いが、 詩句構成、
言語形式、 表記形式の理 由 からテクスト編纂には一 般にMが底本とされ 、 34欠
落 部 分は写本C から 補われる （写本Cも最 後の 部 分が欠 落して 59 8 3詩行であ
る）。 この 二つの写本の地理的時 間的隔 離の 状 況 から 見ても 、 その基になっ た
*CM (あるいは祖型 A=A rchetyp もしくはオリジ ナル O ) がどこで成立し た か
(Heimatfr age) を確定することの 困 難さが分 かる。 3 5T aegerは「（ヘ ー リアント ）
の 成立場所については我々は何 も 知 ら な い」としなが ら も Baesecke36の研究を
あげて、 Fuldaと8 22年から 842年までフルダ修道院長を務め たフラ バ ヌス ・ マ
28 Sievers, Tatian, S.LXX; de Boor Die deutsche Literatur, S.45; Ehrismann, Geschichte, S.289 
29 Sievers, Tatian, S.XIIの いう ein zweiter Corrector である。
30 Masser, Tatianbilingue, S.34はこの 成立 時期につ いてさら に い く つ かの 傍証をあげてい
る。 Meinekeはザンクト ・ ガ レンの 修道院長とな っ た Hartmutが古 高 ドイ ツ語 翻訳の 委託
者と すれば その 成立は 9世紀 中 頃になると して いる。 Meineke,Fulda, S .  421. Sonderegger 
(Die althochdeutsche Sprache, 2003, S. 1 28)には gegen 850とある。
3 1 Rathofer, ,Tatian' und Fulda; Rathofer 1973, S. 266f. ; 福本 ， 古高 ドイ ツ語タ ツィ ア ーン ， S
40. エウセビ オスの Kanontafel (正典対 照表 ） がほ ぼ完全な 形 で 両写本 に 存在 し 、 それ に
基づ く 欄外の 参照数字さ えも 合 致 して い た。
32 さらに 三つの 断片 (V, P, S)が存在するが本論 では扱わな い。
33 Behaghle/Taeger, Heliand und Genesis, S. XIX.; Taeger,'Heliand' ,  Sp. 959f. ; Kartschoke, 
Altdeutsche Bibeldichtung, S. 40. 
34 Behaghle/Taeger, Heliand und Genesis, S. XXX. 
35 Behagel/Mitzka, Heliand und Genesis, S. XXV-XXVIII. Behaghel/Mitzka はFuldaの 可能性
を示 唆 しつつも (S. XXVIII)、 Miinster, Werde, Corvey, Merseburgなど、 さ ま ざ まな研究 者に
よる 提案をあげて いる (S. XXV)。
36 Baesecke, Fulda und die altsachsische Bibelepen. 
オ ト フ リ ー ト の 「福音書」 に お け る イ エス の 系 図 （第 1 巻第 3 箪） と マ リ ア 像 7 
ウ ル ス (Hrabanus Maurus ) の 強 い 影 響 力 、 お よ び 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 に 関 わ る 「 タ
ツ ィ ア ー ン 」 の 役 割 に 注意 を 向 け て い る 。 ” 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 の 成 立 時期 に つ い
て は 、 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 の 伝 承 と は 異 な る 系 列 の 中 で 1 5 62 年 に M. Flacius Il lyncus 
が ' Catalogus testium veritatis ' の 中 に 公 刊 し た Praefatio3 8 が 決 定 的 な 役割 を 果 た し
て き た 。 こ の 文 章 が 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 の 真 正 の 序 文 で あ る こ と は 間 違 い な い と
さ れ る 。 ”成 立 時期 の 推 定 に つ い て 問 題 と な る の は こ の 詩 作 品 の 委 託 者 の 名 称
,,Ludouicus piissimus Augustus" 「 も っ と も 敬 虔 な る 皇 帝 ル ド ウ ィ ク ス 」 で あ る 。
こ の 名 称 を （ 伝 統 的 に そ う 捉 え ら れ き た よ う に ） ル ー ト ヴ ィ ヒ 敬 虔 王 に 対 す る
も の と 見 な せ ば 、 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 （ あ る い は こ の 序 文 ） の 成 立 時期 は ル ー ト ヴ
ィ ヒ 敬 虔 王 の 在位期 間 ( 8 1 4-840) に 入 る こ と に な る ( 840 年 が terminus ante quern) 。
だ が こ の 名 称 は敬 虔 王 の 二 人 の 息 子 の 一 人 、 父 と 同 名 の 東 フ ラ ン ク 王 、 ル ー ト
ヴ ィ ヒ ・ ド イ ツ 人 王 ( Ludwig der Deutsche) に も 使 用 さ れ た こ と が 証 明 さ れ て い
る 。 40Praefatio の Ludouicus が 東 フ ラ ン ク 国 王ル ー ト ヴ ィ ヒ で あ る と すれ ば 、 「 ヘ
ー リ ア ン ト 」 の 成 立 は ！レ ー ト ヴ ィ ヒ の 在位期 間 ( 83 3 - 8 7 6 ) に 入 る こ と に な る 。
Haubrichs に よ れ ば 、 序 文 の ，，imperi i tempore" は 「 帝 国 の 時代 に 」 、 つ ま り 「 父 の
フ ラ ン ク 帝 国 の 時代 に 」 ル ー ト ヴ ィ ヒ ・ ド イ ツ 人 王 が 「 ヘ ー リ ア ン ト 」 の 詩 人
に 製 作 を 委 託 し た こ と に な る （ こ の 場 合 は 840 年 が terminus post quern) 。 4 1 Taeger
は こ の 「 遅 い 成 立 時 期 」 に 対 し て 反 論 を 展 開 し て い る が 、 42序 文 の 分析 か ら は成
立 時 期 に つ い て の 決 定 的 な 証 拠 は 出 て こ な い 。 Taeger 43 も 指 摘 す る よ う に
,,Ludouicus piissimus Augustus" を ル ー ト ヴ ィ ヒ 敬 虔 王 と す る か 、 ル ー ト ヴ ィ ヒ ・
ド イ ツ 人 王 と す る か に よ っ て 、 序 文 の 解 釈 は ま っ た く 異 な っ て し ま う か ら で あ
る 。 ］レ ー ト ヴ ィ ヒ 敬 虔 王 は 禁 欲 的 で厳格 な 修 道 院 改 革 を 主 張 し た Benedikt von 
37  Taeger, 'Heliand ' ,  Sp.  959 .  後 述 す る よ う に 「 タ ツ ィ ア ー ン 」 は 「ヘ ー リ ア ン ト 」 の構成
に 影響 を 与 え た と さ れ る 。 た だ し 、 こ う し た 関係 は不確実 (ungewifl) と し て い る 。 ま た
Werden と の 古文書学的 な 関 連 に つ い て は否定 的 で あ る 。 Kartschoke も Hrabanus の 神 学 と
の 関 連 し て Fulda を 、 ま た 古文書学的 な 関 連 で Werden を あ げ て い る 。 Ders . , Altdeutsche 
Bibeldichtung, S. 42.  
38  Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. XXXIII; ebd. S. 1 f. Praefatio in l ibrum ant1guum 
lingua Saxonica conscriptum. 「 ザ ク セ ン 語 で 書 か れ た 古 い 書 へ の 序 文 」
39 と く に vetteas (Fitte 「 歌 章 」 ） の 言及 が 決 定 的 と さ れ る 。 Behaghel/Taeger, Heliand und 
Genesis, S. XXXlll; Kartschoke, Altdeutsche B ibeldichtung, S. 43 ; Haubrichs, Anfange, S. 333  
40 Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. XXXIV; Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtunng, S .  
44f. ;  Haubrichs, D i e  Praefatio, S .  40 l f. ;  ders, Anfange, S .  336 ;  Hartmann, Ludwig der Deutsche, 
s .  23 .  
4 1  Haubrichs, Die Praefatio, S. 432f. ;  ders . ,  Anfange, S. 3 3 8 . ;  Kartschoke は 肯 定 的 で あ る 。
Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtung, S .  45 . ;  ders . ,  Geschichte, S .  J 42f. 
42 Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. XXXVff. 
43 Begaghel/Aeger, Heliand und Genesis, S. XXXIV. 
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A nianeの影響下に あり、 異教的な詩文学 (heidnische Gedichte) を軽蔑し、 44教
会テクストのドイツ語化を嫌悪したとされる。 45それに 対してル ート ヴィ ヒ ・ ド
イツ人 王は古高ドイツ語の 「 ムス ピリ」を所有し 、 オト フ リ ートが 自 身の調和
福音書を献 呈した王である。 46また Ful daの修道院長 (842年まで）、 そしてマイ
ンツ 大 司教 (847-8 52 ) を務めたフラ バ ヌス ・ マ ウ ルスと東フランク 王ル ート ヴ
ィ ヒ は協力して文化 ・ 教育政策を推し進めた。 47こうした時代的、 文化的な背景
から見れば、 「 ヘ ー リアント」序文の L udouicoがJレート ヴィ ヒ ・ ドイツ人 王で
ある 蓋然性はきわめて高いといえる。 このように 見ると、 ル ート ヴィ ヒ ・ ドイ
ツ人 王の勢力 闇 内において、 おそらくフルダ修道院を拠点 として、 840年頃から
8 60 年代に かけて民族語の 古ドイツ語による極めて活発な文学活軌が展 開され
ていたことが想像できるのだが、 48本論はここで 「イエスの系図」と マ リア 像の
間題に 立 ち返ることにしよう。
III 
「イエスの系図」はマ タイによる福音書の第1 章第1 節 から第1 7 章 （以下
「 マ タイ」 I ,1 -1 7 などとする） まで、 およびルカによる福音書3, 23-38 の箇所
で扱われている。 「 マ タイ」49ではア ブラハム からイエスまで下り、 「 ルカ」では
イエス からア ダムまで遡る。 「 マ タイ」 の 冒 頭の 部 分には 「ア ブラハ ムの子ダ ビ
デの子 、 イエス ・ キリストの系固」 50 (L iber gener ationis I esu Chr isti fil ii David filu 
A br aham叫 と記され 、 ア ブラハム からイエスまで41 名の名 があげられ 、 その
最 後に 、 ダ ビデの 子 孫 （すな わ ち 王の子孫） である「ヨゼフの 妻 マ リア からイ
エスが生まれた」 と記される。 さらにア ブラハ ム からダ ビデ、 ダ ビデ からバ ビ
44 Baesecke, Die Karlische Renaissance, S.397f. 
45 Baesecke, Die Karlische Renaissance, S. 44l f. ;  Haubrichs, Die Praefatio, S. 402; Kartschoke, 
Altdeutsche Bibeldichtung, S. 44f. 
46 Haubrichs, Die Praefatio, S. 402; 
47 Haubrichs, Anfange, S. 3 3 9. 最 新の ルート ヴ ィ ヒ ・ ドイツ 人王の 伝記を書 いた Hartmann
も ごの 見解である 。 「 学 問的 活動の 中 心点としての ルート ヴ ィ ヒ」の 章ではルート ヴ ィ ヒ
とフ ラ バ ヌ スとの 共 同の文化 政策が詳輝 に記述され 、 その 中に 「ヘ ーリアント」と その 序
文の 問題も論じられて いる 。 Hartmann, Ludwig der Deutsche, S. 21 8ff. 
48 相 互の 影響関係 につ いては、 Baeseckeは古高 ドイツ語 「タツ ィア ーン」と 「ヘ ーリア
ント」の 関係を想定し 、 Foersteはオトフリ ートが 「ヘ ーリアント」を知 って いたと 推定
するが、 定説 には至 って いな い。 Baesecke,Fulda, 76f. Foerste, literarisches, S .  1 04f. 
49 マタイによる福音書 以下を 「マタイ」、 「ル カ」、 「 マ ル コ」、 「 ヨ ハネ」と 表記 する 。
50 以下、 新約聖書の 日本語 訳は 「 新共同訳 一 新約 聖書」 による場合がある 。
5 1 ラテン語 文は Weber-Gryson, Biblia Sacra. Vulgata, S. 1 527 による 。
オトフリ トー の 「 福音書」 におけるイエスの系図（第1巻第3章） とマリア像 9 
ロンの移住、 バ ビロンの移住 から キリス トまで、 それそれ14代とされる。 52第
2 章 はヨセフの 夢での 告 知とイ エスの 誕生の章となる。 「 ルカ」 では 「 序文
(Pr ologus)」 にあたる 「献 呈の辞」 (I , 1 -4 )、 「 洗礼者ヨハネの誕生の 告 知 」 (I ,
5-25 )、 「イエス誕生の告知 」 (! , 26-38 ) から、 第 2 章の 「イエスの誕生」 (I -7 )、
「 マ リ ア 、 エ リザ ベ ト を訪 ねる」 (I ,39 -56)、 第3章の 「 洗礼者ヨハネの登場 」
および 「イエスの洗礼J (3, 21 -22 ) など 、 およそ18 のペリコー ペの 後に 「イエ
スの系図 」 (3, 23-38 ) が出てくる （ 直 前の Nr. 1 8 は 「イエスの洗礼」 である）
53。 23 節は 「イエスが宣教を始められたときはおよそ三十歳であった。 イエス
はヨセフの 子と 思われてし t ( ‘ こ 」 Et ipse I esus er at inc1 p1 ens q uasi annor um tr iginta 
ut putabatur fi lius I oseph) という 、 後半部のやや 思わせぶりな表現 から始まり、
ョ セフ から ア ダ ムまで遡り、 「そして神に至る （ ア ダ ム は神の 子であった）」
(A dam q ui fu it Dei54 ) で終わる。 ここには 「イエス から ア ダムまで、 77 人の名
が現れる。 これは7 人が 1 1 組である 」 という指摘”は、 後に見るように 「オ ト
フリ ー ト 」 の ，，Fona nagenge w6r olti unz anan ir a ziti zもI i thu thaz ku nni, so ist 
e inl if stunton sibini." 56 (「世界の始まりから彼女 （ マリ ア）の時代までを数えよ 、
そうすれば 1 1 X 7 である 」） との関連で重要である。
ラテン語・ 古高ドイツ語対訳 「 タツィ ア ーン 」 においては「イエスの系因 」
が置かれているの は第 5 章の 「 イ エスの系図および キリス ト の 誕生 」 (De
gener atione vel nativitate Chr isti57 ) であり、 標題が表しているように 「イエスの
系図 」 だけではなく 「ヨセフの夢での告知 」 「 キリス ト の誕生」 の経緯を 含んで
いる。 第1 章の 前にはSiever s版ではPROLOGUS (「序文」 ） という標題の 下に
「ルカ」 1 ,1 -4 が置かれている （ 一般に 「献 呈の言葉」 とされる）。 5 8第1 章は
52 14 の数字は高 橋／シ ュ ナイ ダーはヘ プ ライ文字で の「 ダビデ」 の 綴 り が数値 14を表す
という 説と 、 14x3の世代を7x6に 換 え 、 イエスは 7x7 の 時代を開 始したと 解釈する 説を
紹介し ている （新約聖書 注解 I、 s. 34)。 中世の数字象徴 学( Zahlensyrnbolik) では後 者 の解
釈 が 有用である 。
53 ベリ コ ー ペ の 数 え 方は Aland の Synopseによ った 。 「イエスの 系 圏」は Nr. 6と Nr. 19 
の 両方にある 。
54 Biblia Sacra. Vulgata, S. 1613. 
” 高 橋／シ ュ ナイ ダー 、 新約聖書 注解 I、 s . 282. 
56 Erdmann, Otfrids Evangelienbuch, 1973, S. 17. Buch I, 35-36. 
57 Sievers, Tatian, S.6; Masser, Die lateinisch-ahd. Tatianbilingue, S.57. では De generatione vel 
natiuitate christi. 本論では Sievers 版を引用に用い 、 特に論述に 必要な場合には Masser, Die 
lateinisch-ahd. Tatianbilingueを引用する 。
58 写本 Codex sangallensis 56にはこの 標題はない 。 Masser, Die lateinische ahd. 
Tatianbilingue, S. 64 
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「ヨハネ」 I ,1 -4 (「 序文」 に あ たる）である。 ”第 2 章はヨハネ 1 , 5 以降の洗礼
者ヨハネの詑しではなく、 「 ルカ」1 , 5-25 の 「 洗礼者ヨハネの誕生の 予 告」 が 「ザ
カリアの祭 司職ついて」 (De sacer dotio Z acchar iae)という標題で 「 洗礼者ヨハネ
の誕生の 予 告」が語られる。 第3章 は 「 天使 ガ ブリ エ ルがマ リアに語るところ」
(U bi angel us Gabr iel ad Mar iam loq uitur )という標題での「イエスの誕生の 予告」
である。 第4章は 「 洗礼者ヨハネの誕生J (N avitatem I ohannis Baptisty ) と 「ザ
カリアの 予言」 である。 Pr ologus から第 5 章までを 一般的な章名 を 用いて纏め
ておこう。 60 
Pr ologus 
II  
lll 
IV 
V 
献 呈の言葉 （ 序文） ルカ 1 ,1 -4 
言葉 は神 （ 「ヨハネ」 序文） ヨハ 1 ,1 -1 5  
洗礼者ヨハネ誕生の予告 ルカ 1 , 5-25 
イエスの誕生の予告 ルカ 1 , 26-56 
洗礼者ヨハネの誕生 ルカ 1 , 57-8 0 
イエスの系図 （ マ タイ） マ タ 1 ,1 -1 6  
イエスの系図 （ルカ） ルカ3,34-38 
イエスの誕生 （系図の秘密） マ タ I ,1 8 -25 
イエスの誕生 ルカ 2, 1 -7 
この 後、 第 6章として 「 羊飼いと天使」（ ルカ 2, 7-2 0 ) が続くのだが、 第 5 章
の 「イエスの系図」の配置は唐突な 印象は否めず、 「 タツィア ー ン」のその扱い
に かなり苦 労し た様子がう かがえる。 「 ルカ」に見られるような 、 イエス誕生の
直接的な 前史 「洗礼者ヨハネ誕生の 予 告」 から 「イエスの誕生」 への 直線的な
流れが 「イエスの系図」によって分 断されることになっ た。 さらに 「マ タイ」
に 従ってア ブラハム からイエスまで下っ たところで、 今度は 「 ルカ」に従って
（イエス からイサク までを 省 略して） 再びアプラハム から神まで遡っている。
この折衷的な系図と、 それに続く 「 マ タイ」1 ,1 7 の 「ア ダム から キリストまで
の三つの14代」という世代の数合わせもうまく整合していないといえる。 この
「イエスの系図」の 問 題に 「 ヘ ー リア ント」 と 「 オト フ リ ート」 はどう 対処し
たのだろう か。 まず 「 ヘ ー リア ント」 から見ていこう。
「ヘ ー リア ント」の詩人がその 「調和福音書」の構成の骨格として 「 タツィ
” 標題は IN PRINCIPIO VERB UM DEUS APUD DEUM PER QUEM FACTA SUNT OMNIA 
とな っている 。 Masser, Tatianbilingue, S. 57. これは本文の 断片である 。
6° Kapfhammer, Evangelienharmonie, S. 290. 
オトフリ ー トの 「 福音書」におけるイ エスの系固 （第1巻第3章） とマリア像 I I  
ア ーン」を利 用したことは間違いないとされる。 6 1 参 照したとされる 「 タツ ィ ア
ーン」が、 Fuldaに所蔵され て いたラテン語の 「タツ ィ ア ーン」(Codex Fuldensis) 
だったの か、 62それとも (Fuldaで）翻訳され て いたラテン語・ 古高ドイツ語 対
訳版の 「 タツ ィ ア ーン 」 だったの かが問 題になるが、 63最近の多くの研究者はラ
テン語「タツ ィ ア ーン」 と見なし て いる。 64 「 ヘ ー リアント」はすでに触れた 「 歌
章」(Fitte) によっ て区分される。 「イエスの系図」が問 題となるのは第1 歌章 か
ら第4 歌章である。 Genz marに従って歌章に標題を付し て 、 対応する 「タツ ィ
ア ーン」(Sievers版古高ドイツ語訳）の章節を並べてみよう。
II 
III 
IV 
序文
ヨハネ誕生の予告
ヨハネの誕生
救世主誕生の 予 告
T 1 -3; 1, 1 -3; 11, 1 -3 
T II, 3-8 
T II, 9 -1 I ;  II,1 2  
T IV, 1 - 9 ; V, 7-8 , I O  
V イエスの誕生 T V, 11 -13; VI, 1 -6 
イエスの誕生までは基本的に 「ルカ」 に 従った配置になっ ており、 これは 「タ
ツ ィ ア ーン」 も 「 ヘ ー リアント」 も変 わらないが、 「タツ ィ ア ーン 」 の第 5 章で
問 題を惹 き 起した二重の 「イエスの系図」(V,1 -6) が 「 ヘ ー リアント」では完全
に 削 除され て いる。 イエスの系図を示唆する表現が最初に現われるのは第4 歌
章 （ 救世主誕生の 予 告）において、 天使ガプリ エ ルがマ リアに現れる 場 面であ
る。
Sea e n  thegan habda, 
l oseph gimahlit, g6 des cunnies man, 
thea Dauides dohter (Heliand, 253b-255 a)65 
「 彼女 （ マ リア） とは一人の若者 、 ヨセフが婚約していた。 良 い 血 筋の 男 子が
ダ ビデの 娘と」
「ヘ ー リアント」において系図に関わる 初 め て記述で 、マ リアが「ダ ビデの娘J
と呼ばれ て いる。 66 ョ セフはこ こではたんに 「 良い血筋の 男 子」 と呼ばれ て いる
61 Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. XLI; Taeger,'Heliand', Sp. 962; Genzmar, Heliand, 
Nachwort, S. 240. 
62 この 問題はい わ ゆる 「ディア テッサロン研究」の 中 心的な 問 題 だ った。 Rathofer, Der 
Heliand, S.7ff.; Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. XL, Anm. 101. 
63 Baeseckeは直接的な 証拠は少な いにしても 「ヘ ーリアント」の詩 人が古高ドイツ語
「タ ッィア ーン 」 を利用した 可能性を考 え て いる。 Baesecke, Fulda, S. 76f. 
64 Haubrichs, Anfange, S. 332; Kartschoke, Altdeutsche Bibeldichtung, S. 48 ; Masser, Bibel- und 
Legendenepik, S. 20. 
65 Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. 1 6. 
66 Cathy, Heliand, S. 152 
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にす ぎない。 これはマ リア を直接にダ ビデ 王 の 血縁として結びつけることにな
る。 こ のことは 後に 「 オトフリ ート」との関連で言及するカ ロ リング時代 の 「 マ
リア 崇敬」67、 そしてまた 「神 の 母」としての マ リ ア を通しての 王 、 そして貴 族
としてのイエス の 貴 顕化68 の 表現と考えられる。 第 5 章 （ 救世主 の 誕生）になっ
て、 ベ ッ レヘ ムに 向うヨセフとマ リアについて、
T har uuas thes miir eon st6 l 
an er dagun, ao alcuni nges, 
Daui des thes g6 don, . . .  
Si e uuiir un is hi uuiscas, 
cuman fo n  i s  cn6 sla, cunneas g6 des, 
beoi u bi gibur diun. (Heliand 361 b-367 a)69 
「 そこははるか 昔 、 あ の 名 高い者 の 王座があったところ。 高貴な 王 、 義しきダ
ビ デ の ．．． かれらはこ の 王の 家系であり、 王 家 の 出 身であり、 と もに 由 緒あ生
まれであった」と歌われる のだが、 聖書 の 記 述とは逆にヨセフの 貴 族性は 「ダ
ビ デ の 娘」 マ リアによって付与されているか のように 思わせる のである。
「タツィア ーン」に 含まれる 、世界年代史（「マ タ」 I ,1 7) は「ヘ ー リアント」
では中世で一 般化していた世界史 6区分70が表される。
… En uuas i ro t huo noh than 
firi ho bamun bifor an, endi thi u fib i uuiir un agangan; 
scolda thuo that sehst a sii li gli co 
cuman thur u craft godes endi Cri stas gibur d  (Heli and 46b-49 b) 
「人 の 子 ら の 前にはまだ 一つ の時代があったが、 五つはすでに 過 ぎていた。 そ
れで六番目がこれか ら 来ることになっていた。 神 の 力と キリスト の 誕生によっ
て」。 これによって 「ヘ ー リアント」は 「系図」 に 踏み込 むことなく、 イエス の
誕生による人 間 の 救済史 の 全体 像が提示されている。 では、 「 オトフリ ート」で
は 「イエス の系図」はど のように扱われている のだろうか 。
67 Haubrichs, Anfange, S. 363. 
IV 
68 Adoptnismus(養子説）に対抗する 神の 母(Deigenetrix)である 。 Ernst, Poesie, S. 139; Barth, 
Karl der GroBe, S. ! S f. 
69 Behaghel/Taeger, Heliand und Genesis, S. l 9f. 
70 アウ グ スティ ヌ ス「 神の 国」（下）、 第 22 巻 30 章 5 節 、 キリ スト教 古典叢書 、 教文
館、 S. 58l f. ; 石 ） I [ 、 ヘーリアント 、 S. 40f.
オトフリー トの 「 福音書」 におけるイ エスの系図（第1巻第3章） とマリア像 13 
O tfr id von W eil3 enburg はヴァイ セン ブルク 修道院の修道士であり、 修道院学校
教師 (Mag is terSchol ae)であり、 写本収集作成室の 監督者であった7 1。 「 揺音書J
は8 63年 から 8 71 の 間に 完成した。 このことは、 マイツの 大 司教 L iutber tに宛
てた認 可書とコンスタンツの 司教Sal omoに宛てた献 辞によって知 られる。 8 63
年はL iutber tの大 司教就任の年であり、 8 71年はSal omoの 死の年である。 72 「 オ
トフリ ートの福音書」 の巻 頭は東フランク 王 国の 国 王ルート ヴィ ヒ ・ ドイ ツ人
王 （在位 843-8 76) に宛てた献 呈詩によって飾 られる。 L iutber t宛の『忍可書に 自
ら 書いているように 、 73フルダ修道院院長 (8 22-842 ) を務めたフラ バ ヌス ・ マ
ウ ルスの弟 子であった。 オトフリ ートのフルダ修道院滞在時期はヴァイ セン ブ
ルク 修道院に残された古文書の筆跡の変化 から 、 748 30年代と推定される。 この
時期のフルダ修道院では、 ［タツィア ーン」の古裔ド イ ツ語翻訳が進行中だった
か、 あるいはすでに完成していたと思われる。 7 5
オトフリ ートは彼の 「福音書」 が四福音書を前提としなが ら 5巻に 分けて書
いたと L iutber t宛のラテン語文に記している。 76その理 由 は 「その 聖なる 四とい
う数の 平衡性が我々の 五感の 不 均衡性を飾る （ 聖化する）」、 つまり聖なる数4
は我々の 中の 過剰な 五感を浄化すると 述べている。 77この 数字象徴学的な 思考
は 「 イ エスの系図」 に関わる世界史区分に も現れている。
そ もそ も 「イエスの系医 J (第1巻第3章）は、 これまでほとんど 注目を浴び
てこな かった。 第1巻の第 l 章 CURSCRIPTOR HUNC LIBRUM THEOTISCE 
DICTAVERIT (なぜ著者はこの書を民族語で書いた か）はラテン語のタイ トルが
表すように ポレ ミ ック な性格をも ち、 オトフリ ートの民族語 （フラン ケン語）
でイ エスの生涯を描くことの意義が詳細に 論じ られているので、 「 オトフリ ート」
全体の中でも もっとも活発に議 論されてきた章である。 78第 2 章はINVOCATIO
SCRIPTORIS AD DEUM (著者の神 への祈り）は著者がこの作品を完成するため
に 主の恵みと加護を祈念する章であり、 キリスト教詩文学では伝統的な形式で
71 Kleiber, Otfrid van Weiflenburg. 1971, S. 131ff. 
72 Schroder, Otfrid van Weillenburg. Sp. 174; Kartschoke, Geschichte, S.155. 
73 Erdmann/Wolff, Otfrids Evangelienbuch, S. 7. 
74 Kleiber, Otfrid van Weillenburg, 1971 , S. 156 
75 Haubrichs, Otfrid van Weiflburg, 2004, S. 5. 
76 Erdmann/Wolff, Otfrids Evangelienbuch, S. 5 
77 Ebd.: ,,quia eorum quadrata aequalitas sancta nostrorum quinque sensuum inaeqalitatem omat, 
et superflua in nobis quaeque non solum actuum, verum etiam cogitationum vertunt in elevationem 
caelestium." 
78 Vollmann-Profe, Kommentar, S. 85; ders, Otfrid van Weiflenburg, S. 21 Sff. 
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あ る 。 79第 1 章 第 3 巻 の 表 題 は UBER GENERATIONIS JESU CHRISTI FILII 
DAVID ( イ エ ス ・ キ リ ス ト 、 ダ ビデ の 子 の 系 図 の 書 ） で あ り 、 「 マ タ イ 」 の 冒 頭
の 部 分 の 「 ア ブ ラ ハ ム の 子 ダ ビ デ の 子 、 イ エ ス ・ キ リ ス ト の 系 図 」 と ほ ぼ共通
し て い る 。 オ ト フ リ ー ト は こ の 標題 を 置 く こ と に よ っ て 、 第 1 章 の 「 序 文 」 、 第
2 章 の 「 主 へ の 祈 り 」 の あ と 、 こ の 章 か ら 本 来 の イ エ ス の 物 語 （ イ エ ス の 前 史 ）
が 始 ま る こ と を 示 し て い る 。 80そ し て こ の 冒 頭 の 四 詩節 に お い て す で に キ リ ス
ト の 貴族 と し て の 血 統 ( adalkunni) が 明 確 に 提示 さ れ て い る 。 8 1
Thiz s int buah frono : sio zeigont filu sc6no, 
uns zellent s� ana baga thie Kristes altmaga, 
Zellent si� uns hiar filu fram, wio selbo er hera in w6rolt quam, 
joh mihilo wunni , thaz sin adalkunni ,  (Otfrid I, 3, 1 -4)82 
「 こ れ は 聖 な る 書 で あ る 。 そ れ ら は と て も 見 事 に 、 わ れ わ れ に 余 す と こ ろ な く
キ リ ス ト の 祖 先 を 数 え 、 伝 え て い る 。 そ こ に は 、 キ リ ス ト 自 身 が ど う の よ う に
し て こ の 世 に 来 ら れ た の か を 語 っ て い る 。 そ し て ま た 、 大 い な る 喜 び 、 彼 の 家
系 の 高 貴 な 血 筋 に つ い て 伝 え て く れ る 」 。
こ の 章 の 冒 頭 の 前 半 句 の Thiz sint buah frono は こ の 聖 書 物 語 の 始 ま り を 明 確
に 宣 言 す る 力 強 い 句 で あ る 。 buah が 複数形 で あ る こ と に つ い て は 、 い く つ か の
解 釈 が あ る 。 Piper は 「 マ タ イ 」 1 - 1 7 の 系 図 を 表 す と 捉 え て い る 。 83Erdmann は
オ ト フ リ ー ト に あ げ ら れ た 祖 先 の 系 図 で あ る と 指 摘 し て い る が 、 84複数形 と 矛
盾 す る こ と に な る 。 「 マ タ イ 」 の 系 圏 は ア ブ ラ ハ ム か ら 始 ま り 、 「 ル カ 」 で は イ
エ ス か ら ア ダ ム 、 そ し て 神 と 遡 る 。 「 オ ト フ リ ー ト 」 で は ア ダ ム か ら 始 め て い る
の で 「 マ タ イ 」 と 「 ル カ 」 の 折衷 形 式 で あ る と い え る 。 85 と すれ ば 、 複数形 の buah
は 「 マ タ イ 」 と 「 ル カ 」 の 二 書 を 指 し て い る よ う に 見 え る 。 だ が 、 先 の 前 半 句 が
示 し て い る よ う に 、 こ の 箇 所 が 本 来 の 「 福 音 書 」 の 始 ま り を 表 す と す れ ば 、
Vollmann-Pfote が 指 摘 し て い る よ う に 「 オ ト フ リ ー ト の 福 音 書」 す べ て を 指す と
考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。 86
79 Vollmann-Profe, Kommentar, S. 1 50 ;  Heinrich, Friihmittelalterliche, S. 1 60 ;  Haubrichs, 
Anfange, S. 3 5 5 .  
8 0  Vollmann-Profe も こ の 章 か ら 「福音書」 の 物 語 の 部 分 が 始 ま る と 指摘 し て い る 。
Vollmann-Profe, Kommentar, S .  1 63 ;  Heinrich, Friihmittelalterliche, S .  1 63 .  
8 1 Kelle, Einleitung, S. 80; Haubrichs, Verkiindigungszene, S .  1 63 ;  ders . ,  Anfange, S .  68, S. 3 6 1  
82 Erdmann/Wolff, Otfrids Evangelienbuch, S .  1 6 .  
8 3  P iper, Otfrids Evangelienbuch, S. 3 3 .  
84 Erdmann, Otfirds Evangelienbuch, S. 347 .  
85 Heinrich, Friihmittelalterliche, S .  1 62 .  
86 Vollmann-Profe, Kommentar, S. 1 65 .  
オトフリ ー トの 「 福音書」 におけるイエスの系図（第1 巻第3 阜） とマリア像 1 5  
この章の 特 異 性 は、 オトフリ ート 自 身が作成を 監 督 した写本 V (Codex 
V indobonensis 268 7 ) の該 当のページ (14v) 87を参 照すれば明 白になる。 第3章
のラテン語の標題はアン シア ル書体で書 かれ 、 章の最初のイニ シャルである T
は記念 キャ ピタル書体ともよばれるクア ドラ タ ・ キャ ピ タル書体で大 きく書 か
れている。 88イニ シャル以外は典型的なカロリング 小文字書体である。写本V か
ら 分 かるように、 第3章のイニ シャルは4行分の 大 きさのクアドラタ ・ キャ ピ
タル書体であり、 章の 開始を表す 大文字のイニ シャル書体の中でも最大 級の文
· 1 11 : 
この 「イエスの系図」であげられているイエスの祖先は、 「 マ タイ」の41 人
でも 「 ルカ」の 77 人でもなく、 アダム 、 ノ ア 、 ア ブラハム 、 ダ ビデの 四人だけ
である。 この 四人 は世界史 6区分のそれ ぞれ 初 めの人とされるが、 90ここでは6
区分のためにこの四人が呼び 出されているのではないだろう。 オトフリ ートの
意図は、 ア ダ ム あるいはア ブラハム からヨセフに至る系図を示すことではなく、
マ リアの担先の高貴な特性を四人の人物 像を描くことによって強調ずることに
87 Butzmann, Otfrids Evangelienharmonie, 1 4v. モ ノク ロのフ ァクシ ミ リに 大文字アンシア ル
書 体とイ ニシ ャ ルのクアドラタ ・ キャ ピタ ル書 体が赤字で 着色されている。
ss Tは Taukreuz( ギリシ ャ語の「タウ 」 から）あるいは crux commissaと呼ばれ、 ゴル コ
タの 十字架の 象徴とされる。 Haubrichs, Anfange, S. 55, S.21 7 
89 Kleiber/Hellgardt, Evangelienbuch, Band I ,  2, S. 74 
90 Erdmann, Otfirds Evangelienbuch, S. 347; Vollmann-Profe, Kommentar, S. 1 64. 
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あ る と み る べ き で あ る 。 イ エ ス の 系 図 は 「神 の 母」 (Deigenetrix) と し て の マ リ
ア に 収 敏 し て い く の で あ り 、 ダ ビデ の 娘 と し て の 女 王 （ す な わ ち 貴族 ） マ リ ア
の 出 現 に よ っ て 現 実 と な る キ リ ス ト に よ る 救 済 史 の プ ロ グ ラ ム が こ こ に 提示 さ
れ て い る 。 ア ダ ム 、 ノ ア 、 ア ブ ラ ハ ム 、 ダ ビ デ は 救 済 史 の 予型 (Typus) 9 1 と し
て 描 か れ て い る 。 し た が っ て 、 こ こ で は ア ダ ム の 原 罪 に つ い て は 語 ら れず 、 肯
定 的 に 第 二 の ア ダ ム 、 す な わ ち キ リ ス ト の 予型 と し て 捉 え ら れ て い る 。 92
Adam thero g6mono was manno eristo, 
altfater mare_r, fon druhtine gidaner. 
B i 如terin w6rolti was er l iut bもranti ;
kunni er io gibreitta, unz Krist sih uns yr6ugta. 
Ni was Noe, ih sagen thir ein, in then thaz minnista deil ,  
fon themo thie liuti ,  thes was n6t, wurtun avur gavarot, 
Ther thi\l area sinen kindon riht\l in then undon, 
thes wages er s1e, th era fre1sun ouh ir16sta. (I, 3, 5 - 1 1 )93 
「 ア ダ ム は 人 間 の 中 で 最初 の 男 で あ り 、 神 自 身 に よ っ て 造 ら れ た 最 も 名 高 い祖
先 で あ る 。 こ の 世 の 初 め の 時代 に 彼 は 人 々 を 生 み 出 し 、 キ リ ス ト が わ れ わ れ の
前 に 現れ る ま で 、 民 の 血 統 を 広 め た 。 ノ ア は 、 は っ き り と 言 っ て お く が 、 こ れ
ら の 民 の 中 で も だれ に も ひ け を と ら な い 人 物 で あ っ て 、 彼 に よ っ て 人 間 は 二 度
め の 始 ま り を な し と げ た ー こ れ は 必 要 な こ と で あ っ た 。 彼 は彼 の 子 供 た ち の た
め に 大 波 の 中 で箱 舟 を 操 り 、 波 浪 の 中 で彼 ら を 破 滅 か ら 救 っ た 」
ノ ア は神 の 定 め た 義 人 の 代 表 で あ り 、 洪水 は 邪 悪 と 腐敗 の 人 の 世 を 清 め た 洗 礼
の 水 で あ り 、 最後 の 審判 と 救 済 の 予 型 で あ り 、 ま た そ の 箱 舟 は 教会 の 予型 で も
あ る 。 94 ア ブ ラ ハ ム は 神 の 絶 対 的 命 令 へ の 聴 従 の 人 と し て 神 に 祝福 さ れ た 族長
の 筆 頭 で あ る 。 ダ ビ デ は 王座 に 就 い た 最初 の 王 の 一 人 で あ り 、 そ の 勇 敢 さ (Z.
1 8  theganheit) と 高 潔 さ (Z. 1 8  guati) と 慈 し み深 さ (Z. 1 9  milti) に よ っ て 王 と
し て 君 臨 し た 。 オ ト フ リ ー ト は こ こ で 「 マ タ イ 」 の 時代 三 区分 に な ら う か の よ
う に 、 こ れ ら の 祖 先 た ち を 三つ の グ ル ー プ に 分 け て い る 。
In thriu deil ana zuival so ist iz gisceidan, 
thaz edil in giburti fon in wahsenti : 
91 Ernst, Poesie, S. 1 39f. 予型 に つ い て は 、 Kartschoke, Altdeutsche B ibeldichtung, 1 975 ,  S. 9 ,  
Schlosser, Die l iterarischen Anfange, S .  48 .  大貫他、 キ リ ス ト 教辞典. s .  7 1 4  
9 2  Hartmann, Allegorisches Worterbuch, S .  3 7 .  
9 3  Erdmann/Wolff, Otfrids Evangelienbuch, S . 1 6 , Z. 5 - 1 1 .  
94 Rathofer, Der Heiland, S. 537 ,  S. 548 .  
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T hie hohun a ltfa tera e ntont anan ku mnga, 
thiu thrf tta zuahta tha nana thaz w arun e dilthegana. (I, 3, 23-26) 
「三つの区分に 、 彼 ら から生まれてきた高貴な 血統は、 間違いなく分け られて
いる。 気涵い 父 祖たちは王たちの世代に 移り、 そしてそこ から 続く第 三の世代
は高貴な 英雄たちだった」
Erdmannはこの 三区分を 「 〈 マ タイ）の年代的な順 序の代 わりにフラ ンク 族に理
解しやすい 序 列 ： 族 長 (Patriarchen) ー王 (Ko nige) 一 貴 族 (Edi e) に代えてい
る 」 と記しているが、 95年代 的な順 序は間違いないとしても 、 「 マ タイ」の時代
三区分 （ア ブラハム ー ダ ビデ ー バ ビロ ン 捕 囚 ーキリス ト ） とは明 ら かに合致し
ていない。 オトフリ ートがア ダ ム 、 ノ ア 、 ア ブラハム 、 ダ ビデという人物をあ
げたのは、 さ きに 述べたように時代的な区分のためではな い 。 ア ブラハ ム とダ
ビデ (Z 1 6b: sin [A brahams] su n sin [Kristes] fa ter w ari) の血統を引 き継 ぐ 貴 族の
娘とし ての マ リア 、 そして キリストという系図の流れを強調するためである。
96このことはこれに続く次の詩節 から明 白に読み取ることができる。
T hie w arun wu rzelun thera sa ligun blu omun, 
mu ater thera ma run, thera ga tes dru tthiamun. 
Hu gi w eih thir sa geti, ni w is zi du mp muatt ,  
fimf m thesa Iも ra, so ze ll1,1 ih thir es me ra: 
I h  me inu sancta Ma riun, ku ningin thia rf chun; 
sia i st e ngilo me nigi in himile e renti. (I ,  3, 27-31 ) 
「彼 ら はあの永 遠の 至福をもた らす花の 、 あの名 高い 母の 、 神に愛された 乙 女
の根であった。 私がそなたに言ったことをよく覚えておきなさい、 鈍感であっ
てはな らない。 私が言っているのは聖なる マ リア 、 大いなる 女 王のことである。
天使の群れが彼女を天 上で褒め 称えている 」
「彼 ら 」 とは第三世代の 「 庫 貴な 英雄たち」 ( edilthegana)であり、 「 聖なる マ リ
ア」はここではダ ビデの 直系の子孫とされる。 97すな わち、 マ リア は「大いなる
女 王」 であり、 女 主 マ リア から生まれるイエスは ，， kuning in giburti" 「血統 から
して王 」 なのである。 98だが 「 マ タイ」 (1 , 16) でも 「 ルカ」 (! , 26; 2, 4; 3, 23) 
の 「 ダ ビデ家のヨゼフ」でもヨセフがダ ビデの 直系の子孫とされ 、 マ リア はヨ
95 Erdmann, Otfirds Evangelienbuch, S. 348 
96 Vollmann-Profeは「 個 人化され た 3 区分」 という。 Ders, Kommentar, S. 1 66. 
97 「ヘ ーリアン ト 」 の Dauides dohter. 注 65, 66 参照。
98 「オトフリ ート 」 I, 1 7, 22; 貴族性につい ては Haubrichs, Verktindigungsszene, S. I 63, 
ders, Anfange, S. 361 ;  Kelle, Einleitung, S. 80 
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セ フ の 妻 と 記 さ れ る 。 Schmaus に よ れ ば マ リ ア を 「 女 王 」 と 呼ぶ の は カ ロ リ ン グ
時代 の 神 学 者 、 と り わ け フ ラ バ ヌ ス ・ マ ウ ル ス た ち ” の 顕 著 な 傾 向 で あ っ た 。 1 00
フ ラ バ ヌ ス が ヨ セ フ を 主 の 父 と し な い こ と を 間 題 視 す る 人 に 対 し て 「 系 図 に 女
た ち を あ げ な い の は 聖 書 の 習慣 で あ り 、 （ ． ． ． ） ヨ セ フ と マ リ ア は 同 一 の 家 系 で あ
る 」 I O I と 注解 し て 家 系 的 に ヨ セ フ と マ リ ア を 同 一 視 し て い る 。 オ ト フ リ ー ト の
「 イ エ ス の 系 図 」 は こ の 同 一 視 か ら さ ら に ヨ セ フ と マ リ ア の 入 れ 替 え 1 02 、 そ し
て 系 図 か ら の ヨ セ フ の 排 除 に 至 っ た と い え る 。 こ こ に は オ ト フ リ ー ト の 聴 き 手
（ 読 み 手 ） に 対す る 訓 戒 と も と れ る 表 現 と 合 わせ て 、 フ ラ バ ヌ ス の 弟 子 と し て
の 彼 自 身 の 「 マ リ ア 崇敬 J の 強 い 心 情 が 読 み 取 れ る の で あ る 。
Fon anagenge w6rolti unz anan ira zit1 
zもIi thu thaz kunni, so ist einlif stunton sibini. (I, 3, 3 5 - 3 6 )  
「 世 の 始 ま り か ら 彼 女 l 03 の 時代 ま で 、 世代 を 数 え て み よ 、 そ れ は I I x 7 で あ る 」
「 ル カ 」 の 系 図 ( 3 , 3 8 ) に あ る 77 代 を オ ト フ リ ー ト は 中 世 の 数字表 象 論 の 伝 統
に よ っ て 1 1 X 7 と 展 開 し て い る 。 神 の 掟 十 戎 よ り l 多 い 1 1 と は 罪 を 象 徴す る 。
1 0477 代 は 7 時 代 の 乗 数 と し て 罪 の 総 数 に な る の だ が 、 同 時 に 7 は 世 界創 造 の 完
了 、 す な わ ち キ リ ス ト の 神 性 を も 象 徴 し て い る の で 、 す べ て の 罪 の 浄 化
( mundatio) と な る (plena remissio peccatorum) 。 1 05 こ れ は 四 福 音 書 の 完全性 を
表 す 4 が 人 間 の 不 完全 な 五感 （ す な わ ち 彼 の 作 品 5 巻） を 浄化 す る と い う 数字
象 徴 的 な 思考 と 同 じ も の で あ る 。 l06オ ト フ リ ー ト は 「 イ エ ス の 系 図 」 に こ と よ
せ て 「 神 の 母 」 マ リ ア の 貴族 お よ び女 王 と し て の 高 貴 な 特性 を 描 き 出 す と と も
に 、 7 7 代 ( 1 1 X 7 ) と い う 乗 法 に よ っ て キ リ ス ト に よ る 救 済 史 の 全体像 を プ ロ グ
ラ ム 化 し た の で あ る 。
99 カ ロ リ ン グ時代 の 神 学者 と は Alkuin, Walafried Strabo, Sedulius Scottus, Hrabanus Maurus 
た ち で あ る 。 Schmaus, Mariologie, S. 420; Scheffczyk, Maria in der Verehrung, S. 25 
1 00 こ の 潮 流 は 「 カ ロ リ ン グ期 の マ リ ア 崇敬」 と 呼 ばれ る 。 Haubrichs, Anfange, S . 363 .  
1 0 1 Vollmann-Pfote, Kommentar, 1 68 に よ る 引 用 。 ， ，S i autem aliquis qaerendum putat cum 
Joseph non sit pater Domini Salvatoris, … ， sciat primum non esse consuetudinis Scripturarum ut 
mulierum in generationibus ordo texatur. Deinde ex una tribu fuisse Joseph et Mariam, . . .  " 
1 02 Heinrich は 系 図 の ジ レ ン マ の 解決 を 見 る 。 Ders . , Friihmittelalterliche, S. 1 62 
103 「彼女 の 時代」 と は 77 代 目 の キ リ ス ト の 時代 で あ る 。
1 04 Rathofer, Der Heliand, S. 324; Haubrichs, Ordo, S. 205 , 207. Vollmann-Pfote の フ ラ バ ヌ ス 引
用 (,,Denarius quippe tanguam justitiae numerus, in decem praceptis legis ostenditur. Porro 
peccatum est legis transgressio . . .  "). Ders . ,  Kommentar, S. 1 69 
1 05 Rathofer, Der Heliand, 4 l 9 f. ;  Haubrichs, Ordo, S. 280f. ; Vollmann-Pfote の フ ラ バ ヌ ス 引 用
(,,quia universum tempus septenario dierum numero volvit, . . .  undenario setpies multiplicato, ad 
numerum septuagesimum et septimum cunta peccata perveniunt. In quo numero etiam fit p lena 
rem1ss10 peccatorum, . . .  "), ders . ,  Komm en tar, S .  1 69 .  
106 注 77 参照。
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